
 

第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 武蔵村山市交通安全対策審議会（第１回） 

開 催 日 時 令和８年６月２６日（金）午後２時から午後３時３０分まで 

開 催 場 所 ３０１会議室 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：小泉 亨委員、神野三千治委員、江郷勝哉委員、佐々木 琢委員 

    森元隆之委員、片桐誉之委員、五味正継委員、田中康文委員 

欠席者：内野治樹委員、村脇隆太郎委員 

事務局：危機管理課長、交通防犯係長、交通防犯係主任 

議 題 

議題１：会長の選出 

議題２：諮問書の交付 

議題３：武蔵村山市第九次交通安全計画について 

議題４：その他 

【配布資料】 

資料１：武蔵村山市交通安全対策審議会委員名簿 

資料２：第１回審議会 席次表 

資料３：武蔵村山市第九次交通安全計画策定スケジュール 

資料４：第 12次東京都交通安全計画の概要について 

資料 5：東京都交通安全計画の前期計画からの主な変更点 

資料 6：武蔵村山市第八次交通安全計画 

事前配布資料：武蔵村山市第九次交通安全計画（素案） 

事前配布資料：前期計画からの修正箇所一覧 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

議題１について：互選により小泉委員が会長に選出された。 

議題２について：武蔵村山市交通安全対策審議会に対し、武蔵村山市第九

次交通安全計画の策定について、諮問を行った。 

議題３について：武蔵村山市第九次交通安全計画について委員の意見を基

に素案を修正し、取りまとめることとした。 

議題４について：本会議の結果を事務局で精査し、場合によっては、会長

と協議した上で第２回を書面開催とすること及び、会議録の承認を会長一

任とすることの承認を得た。 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

◎印=委員長 

〇印=委員 

●印=事務局 

議題１：会長の選出については小泉委員が会長に選出された。 

議題２：武蔵村山市交通安全対策審議会に対し、武蔵村山市第九次交通安

全計画の策定について、諮問書の交付を行った。 

議題３：武蔵村山第九次交通安全計画（素案）について概要及び主な変更

点について事務局から説明した。 

【質疑・意見】 

◎ 多摩都市モノレールということで、新青梅街道の景色も随分変わって 

きた。交通安全と言うテーマは不変だが、５年間を見通して重点的にや

らなきゃいけないことは毎回変わってくると思う。 

  東大和警察の方から話を聞くと多摩地域と言うのは実は交通事故が非

常に多発しているところだと聞いている。 

  皆さんの印象だと、都心のバンバン車が走っているところが事故が多

いと思うけど、実は多摩地域の方が、交通事故の発生は多い。 

  何しろ子どもの事故が多いのが特徴だと聞く。 

  こう言ったところを意識しながら、交通安全計画を作っていけたらと

思う。 

● 計画目標を都では据え置きとしているが、市では令和６年に目標を達 



 

 成していることから次期目標は令和６年の約５%減である交通人身事故

発生件数 220人以下、死傷者 264人以下と提案させていただいた。 

  多摩都市モノレールの開業は 2030年半ばとまだ先ではあるが、今後の

交通環境の変化が予想される。市内の外国人は増加傾向で、特定小型原

動機付自転車の登録台数もまだ少数だが、今後、都の傾向と同様に外国

人や特定小型原動機付自転車の交通安全対策が必要になる可能性は十分

にある。 

  自転車関連事故件数は令和 28年からの３年間平均が約３割であったの

に対し、令和３年からの５年間平均は約４割と増加傾向。 

  令和７年の自転車関連事故で自転車側の違反割合は 65.1%と都の約７

割とほぼ同様の数値。 

  小学生の交通事故死傷者数が令和６年から増加している点に憂慮すべ

き、この点、年齢別自転車事故死傷者数で見ると、小学生はほぼ同様の

数値変動をしている。 

  よって、都同様に市においても自転車の交通安全対策は特に重要。 

〇 令和７年までの事故情勢は計画にあるので、本年に入ってからの事故

情勢を説明。 

  若干ではあるが、事故件数、死傷者数ともに増加。 

  高齢者の関与率は都内平均より若干高い。 

  二輪車の関与率は都内平均より若干低い。 

  自転車の関与率は都内平均より現在は低い。 

  子どもの関与率は都内平均より若干高い。 

  昨年は子どもの関与率が高かった。 

〇 39 ページの都市計画道路の整備、「第四次事業化計画」とあるが、今

年度「第五次事業化計画」ができた。今後、関係所管課に照会を予定し

ているのか。 

● 今委員から指摘があった箇所は確認漏れであり今後また確認をする。 

◎ 私も少し中学校に関係するとこもあって、スケアード・ストレイトと 

か実際に現場を見せていただいて、やっぱり子供たちに交通事故が遠い 

話ではない、目の前で起きる可能性があるというのを見てもらう、感じ 

てもらうチャンスは大人側から作ってあげないと、なかなか子どもたち 

に身につかない。 

 単にルールを守るだけでは自分は守れないんだよみたいな部分まで含 

めて少し、子ども達にもう一歩進んだ教育があればと思う。 

 その年代によってやれることは全然変わる。 

 一人ひとりの意識の啓発は非常に大切だと思う。 

〇 小学校としては、これまで通りしっかり交通安全教育について、より 

一層力を入れていかなければならないと思う。 

 「わかる」と「出来る」が違うと言うところがやっぱり一番小学生の 

事故が減らない状況なのかと思う。 

 頭では絶対にわかっているはず、それを実行できるためにどうするか 

と言うところを進めていかなきゃいけないと思っている。 

 外国籍の方のちょっと失礼な言い方で文化の違いっていうのもあるの 

で、日本の交通ルールをわかるようにするための何か具体的にはあるの  

か。 

● 今、都の方で外国人向けの交通安全パンフレットは出ている。 

YouTubeで外国人向けのショート動画もある。 

外国人が集まって聞いてくれるような機会があれば広報、啓発をした 

いと考えている。 

〇 そうすると、あえて外国籍の方とかに例えば住民登録したときに渡す 



 

とか QRコードを見ると YouTubeが届くとかはまだ、これからするのか。 

外国籍の方が悪いわけではなく、やはり一緒に共存していくって考えた 

ときに、そういう手立ても今後必要になってるかなと思った。 

● 現状交通の分野で外国籍の方が転入した際に渡す取組はないが、ゴミ 

のカレンダーを渡す取組はあるので、調整し対応していきたい。 

◎ 運転者講習会と言うことで、車のドライバー講習会をやっているが、 

出る質問は自転車のことばかり。車の運転をしている方でも自転車に乗 

ったときに、道路交通法がわかってない。 

 大人が範を示すのが子どもたちにとって一番の教育。 

  大人の人に対して自転車の安全教育をやれる場所を作っていくのは大 

事。 

議題４  

● 本会議の結果を事務局で精査し、場合によっては、会長と協議した上 

で第２回を書面開催とすること及び、会議録の承認を会長一任とするこ 

ととする。 

〇 全員了承。 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

☑公  開                傍聴者：   ０ 人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課        総務部       危機管理課（内線：３３２） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


